
カスタマーハラスメント対応方針 
 

株式会社横浜セイビ（以下、当社）は、当社のクレドにある「満足したお客様はベストセールスマン」

を目指し、従業員一人ひとりがあらゆるお客様接点において、誠実・公正に業務を行い、お客様本

位の業務運営を実現するとともに、すべてのステークホルダーに対して企業としての社会的責任

を果たすべく、日々の業務に取り組んでおります。日頃よりお客様からは、多くの温かいお言葉や

貴重なご意見をいただき、日々ありがたく参考にさせて頂いております。 

一方で、令和７年６月 11 日に労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安定及び職業生

活の充実等に関する法律等の一部を改正する法律（令和７年法律第 63 号）が公布され、カスタ

マーハラスメントの防止措置が事業主の義務となりました。当社としましても、質の高いサービス

を提供するためには、当社の従業員の権利が守られ、心身共に健康で安心して働ける環境を整

えることも大切であると考えております。そこで、この度、カスタマーハラスメントに対する基本方

針を策定することといたしました。 

 

カスタマーハラスメントの定義 

 

カスタマーハラスメントとは、お客様・お取引先様等からのお申し出のうち、要求内容の妥当性に

照らし、当該要求を実現するための手段・態様が社会通念上不相当なものであって、従業員の就

業環境や業務推進を阻害し又は従業員の尊厳を傷つける次の行為としております。 

 

・身体的、精神的な攻撃（暴行、傷害、恫喝、名誉棄損、侮辱、土下座、金品の要求等） 

・SNS等における誹謗中傷、盗撮、つきまとい等のプライバシー侵害行為 

・従業員の個人情報等のインターネット、SNSへの投稿（写真・音声・映像の公開） 

・社会通念上相当な範囲を超える過剰又は不当な要求（金銭補償、商品交換、再サービス等） 

・従業員に対する不当、不法な拘束（長電話・不退去・居座り・監禁等）、著しい迷惑行為 

・他のお客様に対する迷惑行為、商品・器物の損壊行為 

・許可なく当社関連施設、お取引先現場内に立ち入る行為 

※以上の記載は例示であり、これらに限られるものではございません。 

 

カスタマーハラスメントへの対応 

 

もし、カスタマーハラスメントが確認された際には、各種サービスの中止及びお取引を停止せざる

を得ない場合がございます。また、当社としましても、従業員を守るために、当該ハラスメント行為

及び要求を一切受け入れることはできず、内容や状況によりましては、警察などの捜査機関、顧問

弁護士などの専門家、その他関係各所と連携の上、対応させていただくことになります。 
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